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Ⅲ
保
護
上
重
要
な
植
物

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

オニヒカゲワラビ 
北海道を除く全国に広い分布域をもつが，本県での分布は希である。

森林伐採や林道工事などによる生育地の減少や消滅が懸念される。 

 

 

中津･宇佐低地，玖珠丘陵地･山地，別府湾沿岸域，豊後水道後背地域 

 

 

本州,四国,九州(福岡･佐賀･長崎･熊本･大分･宮崎･鹿児島) 

中国 

 

低地から丘陵地の林内。 

 

 

いずれの生育地でも，１～数個体が生育しているだけである。 

イワデンダ科 
Woodsiaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

Ⅱ 
掲載なし 

Diplazium nipponicum Tagawa

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

イワヤシダ 
東北地方以南から九州にかけて広く分布するが，個体数は多くない。

本県での分布も希で，森林伐採や遷移の進行，風水害などにより消滅

した生育地があり、絶滅の危険性が高くなっている。 

 

耶馬渓地区，玖珠丘陵地･山地，豊後水道後背地域，北川上流域 

 

 

本州,四国,九州(福岡･長崎･熊本･大分･宮崎･鹿児島) 

中国 

 

丘陵地から低山地の林内多湿地。 

 

 

生育が確認できるのは数か所だけで，個体数もごくわずかである。 

イワデンダ科 
Woodsiaceae

(Christ) M.Kato

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
掲載なし 

Diplazium cavalerianum 

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

コウラボシ 
暖地性のシダ植物で，伊豆半島以西の沿海地に分布するが，個体数は

多くない。本県では「豊後水道域」の海岸近くに希に分布する。海岸

の護岸工事や道路工事，遷移進行などによる生育地の減少が懸念される。 
 

(別府湾沿岸域)，豊後水道域 

 
 

本州(伊豆半島以西),四国,九州(福岡･長崎･熊本･大分･宮崎･鹿児島),

沖縄 
 

海岸や沿海地の岩上や石垣に着生。希に地上に生じる。 

 
 

ほとんどの生育地でごく少数の個体が見られるだけである。「別府湾

沿岸域」の生育地では，近年その生育状態は把握できていない。 
 

日本固有種。 

ウラボシ科 
Polypodiaceae

(Makino) H.Ito

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Lepisorus uchiyamae 

 




